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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　積水化成品工業株式会社

 鮮度保持シミュレーション技術の開発 
《 はじめに 》

　現在、積水化成品工業（株）におきましては、２００６年度の連結売上９５３億円、経常利益５３億円を目指し、K-PLAN４５で培った基盤整備を生かし、収益構造の改革と成長を目指すＤＡＳＨ５０を策定し、それに則って営業・開発活動を進めております。

　この度、ＤＡＳＨ５０の重点施策：iテーマ（収益構造改革テーマ）の一つであります「物流容器」に関して、開発期間の短縮と顧客要望に応じた品温管理容器を提案できる「鮮度保持シミュレーション技術」を開発し、それを使用して各種物流容器開発に成功致しましたので発表します。
《 背景 》

　発泡スチロール製の箱は、主に断熱性を活かし食品・農水産用として、また緩衝性を活かし工業用として幅広く使用されています。

　最近の食文化の風潮により、ケータリング市場が伸びており「物流容器＋冷媒」による輸送用の箱として使用が多くなってきております。一方、消費者の品質要求は厳しくなっており、衛生管理基準がより一層厳しくなってきております。
　積水化成品工業（株）におきましては、物流容器の設計において、「鮮度保持シミュレーション技術」を用い、中身の鮮度に関与し、総合的な現状把握を行い、商品や物流に最適な資材を選んで改善提案を行って、顧客に満足頂ける物流容器開発に努力しております。

《 鮮度保持シミュレーション技術 》

　食品などの物流容器の設計に鮮度保持シミュレーションを用いることにより、内容物がどのように温度変化するかを実際に近い状態で事前にリアルに確認することが出来ます。よって、経験や勘に頼ることなく、過剰な包装を避けることが出来、スピーディーかつ合理的に無駄の無い容器設計が出来ます。

（特許出願中…１件）
　

· 特徴

1） 物流容器内温度分布・内容物温度・各種冷媒（蓄冷材、ドライアイス）の融解状況（冷媒残量）が正確に把握出来る。

2） 内容物の温度変化（鮮度変化）から、最適な物流容器の厚み・形状・素材の設計が出来る。

　

· 鮮度保持シミュレーション技術とは

　　　任意の外気温度、任意の経過時間において、物流容器内（食品、冷媒、空気、その他部材）の状態

　　をコンピュータ中の数値モデルによって再現して、容器内の温度分布を刻々に算出する精度の高い計

　　算式です。数値モデルは、①エネルギー方程式　②渦移動方程式　③流れ関数による質量保存式

　　④境界結合条件式（冷媒相変化）⑤鮮度劣化式　により解析を行います。

《 鮮度保持シミュレーション技術を使用した開発例 》
1． 生協・宅配業者向け宅配容器　⇒　例：セットボックス（写真、サンプル）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生協に正式採用（２００４年１２月から）

2． アイスクリーム向け容器

3． お節向け容器

4． 輸送台車用カバー

5． 精密機械（電子デバイス）用高断熱輸送容器

6． 農水産鮮度予測

《 市場規模 》

　現在の生協・食材宅配業者向けの容器の市場規模は、約１０億円です。
《 将来の事業計画 》
　バイオ･医薬、精密機械、生鮮食料品の温度管理が必要と思われる分野
　特にバイオ・医薬向け容器は現在ユーザーでのテスト中⇒　例：多重容器（写真）
《 売上予想 》

　物流容器売上目標は、２００６年度７億円を見込んでいます。
【 問い合わせ先 】

　　積水化成品工業㈱

　　　商品事業本部　食品物流資材事業部　東京食品Ｇ　担当　井上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　03-3347-9663　FAX　03-3344-2268

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪食品Ｇ　担当　北田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　06-6365-3046　FAX　06-6365-3112

　　　総務部（広報）　　　　　　　　　　　　　　　　担当　河村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　06-6365-3013　FAX　06-6365-3114

以　　上
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